古典漢詩の世界を絶唱
               　　　　　　　　　　　記者　龍野寿興
　中国現代詩人の金中氏（30）が、中国古典の漢詩文を現代中国語で朗誦する「金中漢詩朗読誦会」が同氏後援会主催のもと29日、都内で開催された。開催されるのは今回で2度目。前回非常に好評であったことから、また企画された。

会場には、約300人がつめかけ、同氏の情感のこもった漢詩朗誦に聞き入っていた。主な演題は、李白「静夜思」、杜甫「春望」、白楽天「長恨歌」、また菅原道真「九月十日」、土井晩翠「荒城の月」（金中漢詩訳）など。いずれの作品も、全く何も見ずに朗々と謡いきった。

同朗読会には、東京都日中友好協会、中国大使館、北区文化振興財団などが後援したが、会場整理や実際の運営については、同氏を支える「金中後援会」に集う日本人と中国人ボランティアが共同であたった。

とくに、同氏を支える後援会会長である、南雲正子氏が全面的に協力し、金中氏も「彼女の存在なくしては、実現できなかった」と全幅の信頼をよせており、今回の朗誦会実現の功労は彼女と言い切る。

また、「全日本漢詩連盟（前二松学者大学学長、石川忠久会長）も協賛に加わっており、同会の常務理事の菅原有恒氏が挨拶にたち、「漢詩文は、日中共通の文化であり、さらに発展することを期待したい」と、金中氏の漢詩の復興と一般への普及にかける思いを高く評価した。同連盟の石川会長も特別に同会にメッセージを寄せ、「中国語の朗誦を楽しむことにより、一首の漢詩を訓読法による詩吟と合わせて、２倍楽しむことができる」と、金中氏の才能を称えた。

金中氏は、東京外国語大学博士課程に在籍し古典和歌と日中比較詩学を専攻するかたわら、創作活動を行っている。

――日中新聞2005年（平成17年)11月8日――
